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し
て
き
た
か
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
本
書
で
は
、
こ
の
点
を
考
慮
し
、
北

琉
球
方
言
に
属
す
豊
見
城
市
上
田
お
よ
び
、
南
琉
球
方
言
に
属
す
八
重
山

方
言
の
一
つ
で
あ
る
石
垣
島
石
垣
市
に
お
い
て
、
老
年
、
中
年
、
若
年
層

へ
の
調
査
を
行
い
、
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
の
多
様
性
と
全
体
像
を
掴

む
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
は
、
研
究
の
位
置
付
け
・
研

究
方
法
を
述
べ
る
序
章
、
今
後
の
展
望
を
ま
と
め
る
終
章
の
他
に
、
１
章

で
調
査
地
点
方
言
そ
れ
ぞ
れ
の
音
韻
、
２
章
で
助
詞
を
詳
細
に
記
述
し
、

３
章
か
ら
７
章
は
主
た
る
テ
ー
マ
で
あ
る
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
の
助

詞
を
と
り
あ
げ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
３
章
で
は
助
詞
「
カ
ラ
」、
４

章
で
係
助
詞
「
は
」「
も
」
の
前
に
付
く
「
ガ
」、
５
章
で
格
助
詞
に
後
続

す
る
「
ガ
」、
６
章
で
終
助
詞
の
用
法
、
と
多
岐
に
わ
た
る
言
語
デ
ー
タ

を
示
し
て
分
析
を
行
っ
て
お
り
、
質
量
共
に
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
い

る
。
特
に
、
３
章
に
示
さ
れ
る
「
自
転
車
カ
ラ
来
た
」
な
ど
の
よ
う
に
、

共
通
語
で
は
「
で
」
に
対
応
す
る
「
カ
ラ
」
で
は
、
明
確
な
世
代
差
が
観

察
さ
れ
る
。
上
田
方
言
老
年
層
で
は
「
カ
ラ
」
と
「
で
」
が
自
由
交
替
し
、

中
年
層
で
は
乗
り
物
の
種
類
に
よ
り
使
い
分
け
が
な
さ
れ
、
若
年
層
で
は

移
動
手
段
と
し
て
は
用
い
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
石
垣
市
方
言
中
年
層
で

は
、「
自
分
で
運
転
す
る
場
合
」
に
は
「
で
」、
他
者
が
運
転
す
る
の
で
あ

れ
ば
「
カ
ラ
」
と
い
う
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
共
通
語
「
を
」

に
対
応
す
る
「
道
カ
ラ
歩
い
て
い
る
」
の
よ
う
な
表
現
は
、
両
方
言
中
年

　

本
書
は
、
二
〇
一
六
年
に
國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
に
提
出
さ

れ
た
著
者
に
よ
る
博
士
論
文
を
も
と
に
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ

る
。「
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
（
沖
縄
大
和
口
）」
と
は
、
伝
統
的
な
琉

球
方
言
と
共
通
語
の
中
間
に
位
置
す
る
言
語
変
種
を
称
し
、
共
通
語
に
対

す
る
琉
球
方
言
の
干
渉
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
定
義
を
含
め
、
詳
細
な
学
術
的
研
究
は
こ
れ
ま
で
部
分
的
に
し

か
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
沖
縄
県
豊
見
城
市
出
身
で
あ
る
著
者
が
、
日

頃
「
共
通
語
」
で
あ
る
と
思
っ
て
話
し
て
い
た
言
葉
こ
そ
が
「
ウ
チ
ナ
ー

ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
」
で
あ
り
、
多
様
性
を
持
つ
琉
球
方
言
圏
に
お
い
て
は
地

域
共
通
語
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
琉
球
方
言
に
は
多
く
の
変

種
が
さ
ら
に
見
ら
れ
、
口
頭
で
お
互
い
に
通
じ
合
う
の
が
困
難
で
あ
る
ほ

ど
、
島
毎
、
集
落
毎
の
地
域
差
が
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
多
様
性
に
よ
り
、

ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
に
も
大
き
な
地
方
差
が
見
ら
れ
る
の
は
当
然
で

あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
そ
の
話
者
が
ど
の
よ
う
に
共
通
語
と
接
触
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層
に
お
い
て
、
自
分
か
ら
距
離
が
近
け
れ
ば
「
を
」、
遠
け
れ
ば
「
カ
ラ
」

と
「
物
理
的
距
離
」
が
用
法
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
伝
統
的
な
方
言
に
は
見
ら
れ
な
い
使
い
分
け
で
、
共

通
語
を
取
り
入
れ
て
い
く
過
程
で
生
じ
た
と
著
者
は
考
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
使
い
分
け
は
若
年
層
で
は
形
を
変
え
て
お
り
、
親
の
世
代
で
あ
る

老
年
層
の
伝
統
的
な
方
言
を
聞
い
て
育
ち
、
母
語
と
し
て
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ

ト
ゥ
グ
チ
を
持
つ
中
年
層
（
戦
後
〜
本
土
復
帰
前
生
ま
れ
）
に
お
い
て
、

独
自
の
用
法
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
な
分
析

か
ら
は
、
二
〇
〇
九
年
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
り
危
機
に
瀕
す
る
言
語
に
指
定
さ

れ
た
琉
球
方
言
の
新
方
言
で
あ
る
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
が
近
い
将
来

さ
ら
に
大
き
く
変
容
し
て
い
く
可
能
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
今
後

少
し
で
も
多
く
の
言
語
デ
ー
タ
収
集
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

言
語
接
触
、
言
語
変
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
本
書
の
よ
う
な
研
究
が
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
本
論
文
内
容
の
一
部
は
二
〇
一
五
年
七
月
、『
國
學
院
雑
誌
』

学
生
懸
賞
論
文
・
佳
作
、
お
よ
び
同
年
八
月
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
て
開
催
さ

れ
た
「
国
際
語
と
し
て
の
日
本
語
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（EJH
IB2015

）」
に
て
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
、
出
版
に
あ
た
っ
て
は

二
〇
一
六
年
度
國
學
院
大
學
課
程
博
士
論
文
出
版
助
成
金
の
交
付
を
受
け

た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

（
Ａ
５
判
、
三
七
二
頁
、
森
話
社
、
二
〇
一
七
年
三
月
刊
行
、
定
価

八
五
〇
〇
円
＋
税
）


